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編集後記

千年王国―！！！と叫んでしまいそうです。聖書の記述からイメージを湧かしつつ、来たる世への妄想を日々膨らませながら遠い目をしています。まだ
見てもおらず入ってもいない千年王国ですが、まず、最初に良いことは「サタンと悪霊どもがいない」ことです。これは嬉しいですよね～。居なくて結構。
それから千年王国では生き物すべて害がなく、人間の赤ん坊とヘビが一緒に戯れて遊ぶことができます。獅子やヒョウ等の捕食動物は、反芻動物の内臓
のように変わってしまい、ヘルシーな草食生活になるのでしょう。あと、私が最もワクワクしていることは、聖書の中に居た人々と会えるという願望です。
皆さんも会いたいと思いませんか。そこでたくさんの人 と々インタビューをしたいと思います。千年王国に興味津々満々です。

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

2030日本宣教プラン「OJ47」のために
・第2回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2023は、

2023年9月下旬～11月中旬の予定を12月上旬までの期間で最終
のスケジュール調整をしております。引き続き、日本全国の教会と
地域のリバイバルを共に覚えてお祈りください。

　訪問予定地域：北海道、埼玉県、東京都、神奈川県、長野県、愛知県、
京都府、奈良県、大阪府、兵庫県、沖縄県
・2024年第3回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアーの

受付中です。日本列島47都道府県すべてに主のみことばが届きます
ようお祈りください。

1 2第4回オメガプレミアム・グレイスツアーのために
・お祈りありがとうございます。オメガプレミアム・グレイスツアー2023
「第4回栄子・スティーブンスと行くイスラエル&ヨルダン（ペトラ）」
は、6月5日（月）から14日（水）の10日間の行程で、いよいよ出発です。
主を待ち望む信仰と主を愛する心を深める旅となり、祝福が満ち
あふれ、主がすべてを導かれますように。参加されているお一人
おひとりの健康が守られますように。送り出されている教会の祝福
となりますように、イスラエル&ヨルダン、日本の祝福となりますよう
覚えてお祈りください。
・2023年～2026年のすべてのツアーを主が整えてくださり、主の愛

と恵みに満ちあふれますよう、覚えてお祈りください。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

第2回日本列島47都道府県縦断講演
栄子・スティーブンス来日スケジュール決定！！

第3回 日本列島縦断講演　
オメガグイレス・ジャパンツアー2024
申込受付中です。添付のチラシをご活用ください。

2024年事前受付開始！！

日程：2025年2～3月（予定見込み）

事前優先予約案内受付中！

Contents

キリストによる千年王国の統治が始まる
03 栄子・スティーブンス

Voice From Revelation　黙示録シリーズVol. 36　未来の預言―その28

02

横田 聖子

イスラエル・日本・世界の国々へのとりなしの祈りと共に出発します
08

輪嶋 東太郎

神の恵みがあふれかえる「グレイスフル・ジャパン」
09

主と共に見る夢 ─ 主のくださる夢を生きる ─

06 増山 浩史
Omega Grace Letter Vol .5

Omega Japanお知らせ／祈りの課題12

2023年9月20日～12月8日
お申し込み多数のため、予定より期間を延長して、来日します。
訪問予定地域　北海道、埼玉県、東京都、神奈川県、長野県、愛知県、京都府、奈良県、大阪府、兵庫県、沖縄県

（細井浩子）

第6回　オメガプレミアム・グレイスツアー
栄子・スティーブンスと行く イスラエル&イタリア（ローマ）10日間の旅

祈りの課題
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再び集められるイスラエル
千年王国でイスラエルの民が、再び集め

られます。
イザヤ書11章6節から9節、「狼は子羊

とともに宿り、ひょうは子やぎとともに伏し、
子牛、若獅子、肥えた家畜が共にいて、小
さい子どもがこれを追っていく。雌牛と熊と
は共に草をはみ、その子らは共に伏し、獅
子も牛のようにわらを食う。乳飲み子はコ
ブラの穴の上で戯れ、乳離れした子はまむ
しの子に手を伸べる。わたしの聖なる山の
どこにおいても、これらは害を加えず、そこ
なわない。主を知ることが、海をおおう水
のように、地を満たすからである」

6節から8節、「狼は子羊とともに宿り、
ひょうは子やぎとともに伏し……、雌牛と熊
とは共に草をはみ……乳離れした子はまむ
しの子に手を伸べる」と、人間の世界に真
の平和が訪れる神の御国では、動物の世界
にも真の平和が訪れます。

9節では、「聖なる山のどこにおいても」
とあり、主を求めて礼拝している所は、聖
なる山になると考えられます。なぜなら、
聖なる山はエルサレムだけではなくなるから
です。「主を知ることが、海をおおう水のよ
うに、地を満たすからである」と預言されて
いるからです。

イザヤ書11章10節から12節、「その日、
エッサイの根は、国々の民の旗として立ち、
国々は彼を求め、彼のいこう所は栄光に輝く。
その日、主は再び御手を伸ばし、ご自分の
民の残りを買い取られる。残っている者を
アッシリヤ、エジプト、パテロス、クシュ、
エラム、シヌアル、ハマテ、海の島々から

イザヤ書49章22節、「神である主はこう
仰せられる。『見よ。わたしは国々に向かっ
て手を上げ、わたしの旗を国々の民に向かっ
て揚げる。彼らは、あなたの息子たちをふ
ところに抱いて来、あなたの娘たちは肩に
負われて来る』」

このように預言されています。異邦人が、
神様のお手伝いをすることへの喜びで、彼
らをおんぶして抱っこして肩に乗せて、約束
の地に連れてくるようになります。

ホセア書3章5節では、「その後、イスラ
エル人は帰って来て、彼らの神、主と、彼
らの王ダビデを尋ね求め、終わりの日に、
おののきながら主とその恵みに来よう」とい
う預言の成就が起こります。戻ってきたイス
ラエルの民は、おののきながら、主イエス
様と彼らの王であるダビデを訪ね求めます。
千年王国では、復活したダビデがイスラエ
ルの王となります。

エゼキエル書37章24節、「わたしのしも
べダビデが彼らの王となり、彼ら全体のただ
ひとりの牧者となる。彼らはわたしの定め
に従って歩み、わたしのおきてを守り行う」

神学者の中には、「これはイエス・キリスト
のことを預言している」と言われる方がいま
すがイエス・キリストは、「ダビデの子」です。

聖書の預言が着々と成就し、イエス様が
再び来られる日が近づいています。世界を
見ると、さまざまなことが起こっていますが、
とりなし祈り、励まし合いながら、主が
いつ来られてもよいように備えてまいりま
しょう。

買い取られる。主は、国々のために旗を揚げ、
イスラエルの散らされた者を取り集め、ユ
ダの追い散らされた者を地の四隅から集め
られる」

10節で、「その日」とは9節の「主を知る
ことが、地を満たす」、動物の世界にも真の
平和が訪れた日のことです。11節では、「そ
の日」イエス様は、再び立ち上がって「イスラ
エルの散らされた者を取り集め、ユダの追
い散らされた者を地の四隅から集められる」
とあり、再びと言うのは2回目のことです。

地の四隅からイスラエルの民を集めるこ
とが、これ以前に1回だけ起こりました。こ
の1回目が、今現在イスラエルの民が、約
束の地に集められている時です。現在イス
ラエルの民は、100カ国以上から集められ
ています。

出エジプトでは、イスラエルの民はエジ
プトから連れ出されたり、バビロン捕囚後
にバビロンから約束の地に戻されたりして
いますが、ただの一度も世界の四隅である
全世界から集められたことはありません。
近代イスラエルが初めてのことです。

現在、アブラハムの子孫が世界中から集
められていますが、再び地の四隅から集め
られるとありますので、全員が約束の地に
戻る前にご再臨になっているということです。
ご再臨が起こって、真の平和が訪れた時、
再び主は立ち上がり、残っているイスラエ
ルの民を地の四隅から呼び戻されます。こ
のみことばから考えますと、ご再臨はいつ
でも起こり得るほど用意が整ってきています。
この時、異邦人がイスラエルの民の帰還を
お手伝いするようになります。

イザヤ書65章20節に、「そこにはもう、
数日しか生きない乳飲み子も、寿命の満ち
ない老人もない。百歳で死ぬ者は若かった
とされ、百歳にならないで死ぬ者は、のろ
われた者とされる」

千年王国では、現在の年齢以上に生き続
けることができます。現在は百歳と言うと驚
かれますが、千年王国では百歳の人が若い
者とされます。「百歳にならないで死ぬ者は、
のろわれた者とされる」と言われていますか
ら、千年王国でサタンの誘惑がなくても、
神様のおきてに従わない未信者が起こされ
てきます。そこでは未信者である罪人は、
百歳で死を迎えることになります。主が鉄
の杖をもって諸国を牧される意味が理解で
きます。神様は未信者に救いのチャンスを
与えるため、多くの王と祭司を遣わしますが、

千年王国（メシア王国）
（新改訳第三版使用）

ゼカリヤ書14章16節と17節、「エルサ
レムに攻めて来たすべての民のうち、生き
残った者はみな、毎年、万軍の主である王
を礼拝し、仮庵の祭りを祝うために上って
来る。地上の諸氏族のうち、万軍の主であ
る王を礼拝しにエルサレムへ上って来ない
氏族の上には、雨が降らない」

ご再臨の時に起こる最後の戦いで、反キ
リストの軍勢はすべて絶滅しますが、主に
選ばれた勇士たちや、獣の刻印を受けずに
世界中で生き残った者は千年王国（メシア
王国）に住まいます。彼らは主である王を礼
拝し、仮庵の祭りを祝うためにエルサレム
に上って来ると記されています。

17節、「地上の諸氏族のうち、万軍の主
である王を礼拝しにエルサレムへ上って来
ない氏族の上には、雨が降らない」

エルサレムでの仮庵のお祭りのために、
諸氏族の代表者を送ってこない地域には

「雨が降らない」ように主がなされます。主
を礼拝しない人々があちこちにいると言うこ
とです。

このような人々の子孫は、再臨のイエス
様の麗しいお姿を全く知らない者たちで、
サタンの誘惑は千年間の期間はありません
が、千年王国で生まれてきた新しい世代の
中には神様に逆らう人々が起こってきます。

　

それでも神様に従おうとせず、福音を信じ
ない者は百歳以上生きることを許されない
のです。

千年王国の最後には、サタンがもう一度、
底知れぬ所から解放され、千年王国で生
まれてきた者たちを神様が試みようとされ
ます。サタンが彼らを誘惑することが許さ
れて、主を信じる者と信じない者とが最終
的に振るわれます。このサタンの最後の誘
惑の働きとなるゴグとマゴグの襲来は、主
に逆らう無数の者たちと共に神様に瞬時に
殺されます。天から火が降って来て、彼ら
を焼き尽くしたのです。そして彼らは火の
池にサタンと共に放り込まれ、最後の場所
から永遠に出てくることはできません（黙
20:7～10）。

小羊の婚宴
ヨハネの黙示録（以下黙示録）19章9節

と10節、「御使いは私に『小羊の婚宴に招
かれた者は幸いだ、と書きなさい』と言い、
また、『これは神の真実のことばです』と
言った。そこで、私は彼を拝もうとして、そ
の足もとにひれ伏した。すると、彼は私に
言った。『いけません。私は、あなたや、イ
エスのあかしを堅く保っているあなたの兄弟
たちと同じしもべです。神を拝みなさい。イ
エスのあかしは預言の霊です』」

9節、「御使いは私に『小羊の婚宴に招か
れた者は幸いだ、と書きなさい』と言い」、
この御使いのことばは小羊の婚宴について
のことを語っています。小羊の婚宴に招か
れる人々は、黙示録20章5節と6節に書か
れている「第一の復活にあずかる旧約の聖
徒たち、大患難時代の殉教者たちが復活し
た後」に招かれるのです。

キリストの花嫁とは「教会」
イエス様は、マタイの福音書9章15節で、

「イエスは彼らに言われた。『花婿につき添
う友だちは、花婿がいっしょにいる間は、
どうして悲しんだりできましょう。しかし、
花婿が取り去られる時が来ます。そのとき
には断食します』」とおっしゃいました。

また、ヨハネの福音書3章29節でバプテ
スマのヨハネが、「花嫁を迎える者は花婿で
す。そこにいて、花婿のことばに耳を傾けて
いるその友人は、花婿の声を聞いて大いに喜
びます。それで、私もその喜びで満たされて
いるのです」と言っています。12使徒やバプ
テスマのヨハネが花婿の友人で婚宴に招か
れる者たちです。主イエスとキリストの花嫁

（教会）は千年王国での婚宴の主役です。

その後、創世記28章13節で、「見よ。主
が彼のかたわらに立っておられた。そして
仰せられた。『わたしはあなたの父アブラハ
ムの神、イサクの神、主である。わたしは
あなたが横たわっているこの地を、あなた
とあなたの子孫とに与える』」と言われ、ア
ブラハムとイサクへの約束が、ヤコブに継
がれました。この三人に与えられたみこと
ばに共通していることばがあります。

それは、「あなたとあなたの子孫とに与え
よう」ということばです。「あなた」と言われ
ているのは、アブラハム・イサク・ヤコブ
が個人的に指名されていることになります。
しかし、三人ともこのお約束を成就するこ
となく亡くなっています。

しかし、これは神様が約束を守られな
かったのではありません。イエス様が復活
を信じないサドカイ人たちに、マタイの福音
書22章32節では、「『わたしは、アブラハ
ムの神、イサクの神、ヤコブの神である』と
あります。神は死んだ者の神ではありません。
生きている者の神です」と説明されています。
これは、アブラハム・イサク・ヤコブに約
束されたことが、今も生きているということ
で、復活は不可欠であることを知らされた
のです。

天国にはアブラハムが見渡していた土地
はありません。イサクが住んでいたネゲブ
の土地やヤコブが横たわっていたベテルの
土地もありません。このお約束を果たすの
にはどうしても、神の御国が今の世界の地
上の土地に訪れなければならないのです。
千年王国はそのためにあるのだと考えられ
ます。

千年王国を信じない神学がありますが、
千年王国なしでは神様のお約束は果たされ
ず、聖書が不完全に終わってしまいます。
神様が永遠に約束をなさった場所は、現実
にあるアブラハム・イサク・ヤコブが住んで
いた土地なのです。千年王国で復活した彼
らが、実在する約束の地を受け継ぎます。

なぜご再臨直後に
新天新地が下ってこない
のでしょうか

現在のように、各国の首相や大統領や王
がころころ変わったりすることなく、千年王
国では栄光の御体を頂いている人々が世界
を治めます。素晴らしい世界ですが、千年
王国の後には完全なる世界の「新天新地」
が完成されます。

では、なぜご再臨直後に完全なる世界で
ある新天新地が完成せず、その手前に千年
王国があるのでしょうか。

答えは、創世記に出てきます。
神様は、創世記13章15節で、「わたしは、

あなたが見渡しているこの地全部を、永久
にあなたとあなたの子孫とに与えよう」と
言ってアブラハムに永遠の約束（契約）をな
さいました。そして、創世記26章3節では、

「あなたはこの地に、滞在しなさい。わたし
はあなたとともにいて、あなたを祝福しよう。
それはわたしが、これらの国々をすべて、
あなたとあなたの子孫に与えるからだ。こう
してわたしは、あなたの父アブラハムに誓っ
た誓いを果たすのだ」と言われ、アブラハム
への約束がイサクに継がれました。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。
シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、

憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために。　
イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句

主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

OMEGA
２０３０日本宣教ビジョンプラン「OJ47」

2023

7年の恵みの年

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

第7回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

第4回　日本列島縦断講演（10～13都道府県予定）

3年半3年半

第4回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）
第5回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）

第6回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆イタリア（ローマ）

第1回　日本列島縦断講演（7都道府県）
第2回　日本列島縦断講演（10～13都道府県予定）

第3回　日本列島縦断講演（12～15都道府県予定）

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

今月は、千年王国について共に学んでまいりましょう。

仮庵の祭り

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。時が近づいているからである。黙示録1:3

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 36 ―その28未来の預言

キリストによる千年王国の統治が始まる
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再び集められるイスラエル
千年王国でイスラエルの民が、再び集め

られます。
イザヤ書11章6節から9節、「狼は子羊

とともに宿り、ひょうは子やぎとともに伏し、
子牛、若獅子、肥えた家畜が共にいて、小
さい子どもがこれを追っていく。雌牛と熊と
は共に草をはみ、その子らは共に伏し、獅
子も牛のようにわらを食う。乳飲み子はコ
ブラの穴の上で戯れ、乳離れした子はまむ
しの子に手を伸べる。わたしの聖なる山の
どこにおいても、これらは害を加えず、そこ
なわない。主を知ることが、海をおおう水
のように、地を満たすからである」

6節から8節、「狼は子羊とともに宿り、
ひょうは子やぎとともに伏し……、雌牛と熊
とは共に草をはみ……乳離れした子はまむ
しの子に手を伸べる」と、人間の世界に真
の平和が訪れる神の御国では、動物の世界
にも真の平和が訪れます。

9節では、「聖なる山のどこにおいても」
とあり、主を求めて礼拝している所は、聖
なる山になると考えられます。なぜなら、
聖なる山はエルサレムだけではなくなるから
です。「主を知ることが、海をおおう水のよ
うに、地を満たすからである」と預言されて
いるからです。

イザヤ書11章10節から12節、「その日、
エッサイの根は、国々の民の旗として立ち、
国々は彼を求め、彼のいこう所は栄光に輝く。
その日、主は再び御手を伸ばし、ご自分の
民の残りを買い取られる。残っている者を
アッシリヤ、エジプト、パテロス、クシュ、
エラム、シヌアル、ハマテ、海の島々から

イザヤ書49章22節、「神である主はこう
仰せられる。『見よ。わたしは国々に向かっ
て手を上げ、わたしの旗を国々の民に向かっ
て揚げる。彼らは、あなたの息子たちをふ
ところに抱いて来、あなたの娘たちは肩に
負われて来る』」

このように預言されています。異邦人が、
神様のお手伝いをすることへの喜びで、彼
らをおんぶして抱っこして肩に乗せて、約束
の地に連れてくるようになります。

ホセア書3章5節では、「その後、イスラ
エル人は帰って来て、彼らの神、主と、彼
らの王ダビデを尋ね求め、終わりの日に、
おののきながら主とその恵みに来よう」とい
う預言の成就が起こります。戻ってきたイス
ラエルの民は、おののきながら、主イエス
様と彼らの王であるダビデを訪ね求めます。
千年王国では、復活したダビデがイスラエ
ルの王となります。

エゼキエル書37章24節、「わたしのしも
べダビデが彼らの王となり、彼ら全体のただ
ひとりの牧者となる。彼らはわたしの定め
に従って歩み、わたしのおきてを守り行う」

神学者の中には、「これはイエス・キリスト
のことを預言している」と言われる方がいま
すがイエス・キリストは、「ダビデの子」です。

聖書の預言が着々と成就し、イエス様が
再び来られる日が近づいています。世界を
見ると、さまざまなことが起こっていますが、
とりなし祈り、励まし合いながら、主が
いつ来られてもよいように備えてまいりま
しょう。

買い取られる。主は、国々のために旗を揚げ、
イスラエルの散らされた者を取り集め、ユ
ダの追い散らされた者を地の四隅から集め
られる」

10節で、「その日」とは9節の「主を知る
ことが、地を満たす」、動物の世界にも真の
平和が訪れた日のことです。11節では、「そ
の日」イエス様は、再び立ち上がって「イスラ
エルの散らされた者を取り集め、ユダの追
い散らされた者を地の四隅から集められる」
とあり、再びと言うのは2回目のことです。

地の四隅からイスラエルの民を集めるこ
とが、これ以前に1回だけ起こりました。こ
の1回目が、今現在イスラエルの民が、約
束の地に集められている時です。現在イス
ラエルの民は、100カ国以上から集められ
ています。

出エジプトでは、イスラエルの民はエジ
プトから連れ出されたり、バビロン捕囚後
にバビロンから約束の地に戻されたりして
いますが、ただの一度も世界の四隅である
全世界から集められたことはありません。
近代イスラエルが初めてのことです。

現在、アブラハムの子孫が世界中から集
められていますが、再び地の四隅から集め
られるとありますので、全員が約束の地に
戻る前にご再臨になっているということです。
ご再臨が起こって、真の平和が訪れた時、
再び主は立ち上がり、残っているイスラエ
ルの民を地の四隅から呼び戻されます。こ
のみことばから考えますと、ご再臨はいつ
でも起こり得るほど用意が整ってきています。
この時、異邦人がイスラエルの民の帰還を
お手伝いするようになります。

イザヤ書65章20節に、「そこにはもう、
数日しか生きない乳飲み子も、寿命の満ち
ない老人もない。百歳で死ぬ者は若かった
とされ、百歳にならないで死ぬ者は、のろ
われた者とされる」

千年王国では、現在の年齢以上に生き続
けることができます。現在は百歳と言うと驚
かれますが、千年王国では百歳の人が若い
者とされます。「百歳にならないで死ぬ者は、
のろわれた者とされる」と言われていますか
ら、千年王国でサタンの誘惑がなくても、
神様のおきてに従わない未信者が起こされ
てきます。そこでは未信者である罪人は、
百歳で死を迎えることになります。主が鉄
の杖をもって諸国を牧される意味が理解で
きます。神様は未信者に救いのチャンスを
与えるため、多くの王と祭司を遣わしますが、

千年王国（メシア王国）
（新改訳第三版使用）

ゼカリヤ書14章16節と17節、「エルサ
レムに攻めて来たすべての民のうち、生き
残った者はみな、毎年、万軍の主である王
を礼拝し、仮庵の祭りを祝うために上って
来る。地上の諸氏族のうち、万軍の主であ
る王を礼拝しにエルサレムへ上って来ない
氏族の上には、雨が降らない」

ご再臨の時に起こる最後の戦いで、反キ
リストの軍勢はすべて絶滅しますが、主に
選ばれた勇士たちや、獣の刻印を受けずに
世界中で生き残った者は千年王国（メシア
王国）に住まいます。彼らは主である王を礼
拝し、仮庵の祭りを祝うためにエルサレム
に上って来ると記されています。

17節、「地上の諸氏族のうち、万軍の主
である王を礼拝しにエルサレムへ上って来
ない氏族の上には、雨が降らない」

エルサレムでの仮庵のお祭りのために、
諸氏族の代表者を送ってこない地域には

「雨が降らない」ように主がなされます。主
を礼拝しない人々があちこちにいると言うこ
とです。

このような人々の子孫は、再臨のイエス
様の麗しいお姿を全く知らない者たちで、
サタンの誘惑は千年間の期間はありません
が、千年王国で生まれてきた新しい世代の
中には神様に逆らう人々が起こってきます。

　

それでも神様に従おうとせず、福音を信じ
ない者は百歳以上生きることを許されない
のです。

千年王国の最後には、サタンがもう一度、
底知れぬ所から解放され、千年王国で生
まれてきた者たちを神様が試みようとされ
ます。サタンが彼らを誘惑することが許さ
れて、主を信じる者と信じない者とが最終
的に振るわれます。このサタンの最後の誘
惑の働きとなるゴグとマゴグの襲来は、主
に逆らう無数の者たちと共に神様に瞬時に
殺されます。天から火が降って来て、彼ら
を焼き尽くしたのです。そして彼らは火の
池にサタンと共に放り込まれ、最後の場所
から永遠に出てくることはできません（黙
20:7～10）。

小羊の婚宴
ヨハネの黙示録（以下黙示録）19章9節

と10節、「御使いは私に『小羊の婚宴に招
かれた者は幸いだ、と書きなさい』と言い、
また、『これは神の真実のことばです』と
言った。そこで、私は彼を拝もうとして、そ
の足もとにひれ伏した。すると、彼は私に
言った。『いけません。私は、あなたや、イ
エスのあかしを堅く保っているあなたの兄弟
たちと同じしもべです。神を拝みなさい。イ
エスのあかしは預言の霊です』」

9節、「御使いは私に『小羊の婚宴に招か
れた者は幸いだ、と書きなさい』と言い」、
この御使いのことばは小羊の婚宴について
のことを語っています。小羊の婚宴に招か
れる人々は、黙示録20章5節と6節に書か
れている「第一の復活にあずかる旧約の聖
徒たち、大患難時代の殉教者たちが復活し
た後」に招かれるのです。

キリストの花嫁とは「教会」
イエス様は、マタイの福音書9章15節で、

「イエスは彼らに言われた。『花婿につき添
う友だちは、花婿がいっしょにいる間は、
どうして悲しんだりできましょう。しかし、
花婿が取り去られる時が来ます。そのとき
には断食します』」とおっしゃいました。

また、ヨハネの福音書3章29節でバプテ
スマのヨハネが、「花嫁を迎える者は花婿で
す。そこにいて、花婿のことばに耳を傾けて
いるその友人は、花婿の声を聞いて大いに喜
びます。それで、私もその喜びで満たされて
いるのです」と言っています。12使徒やバプ
テスマのヨハネが花婿の友人で婚宴に招か
れる者たちです。主イエスとキリストの花嫁

（教会）は千年王国での婚宴の主役です。

その後、創世記28章13節で、「見よ。主
が彼のかたわらに立っておられた。そして
仰せられた。『わたしはあなたの父アブラハ
ムの神、イサクの神、主である。わたしは
あなたが横たわっているこの地を、あなた
とあなたの子孫とに与える』」と言われ、ア
ブラハムとイサクへの約束が、ヤコブに継
がれました。この三人に与えられたみこと
ばに共通していることばがあります。

それは、「あなたとあなたの子孫とに与え
よう」ということばです。「あなた」と言われ
ているのは、アブラハム・イサク・ヤコブ
が個人的に指名されていることになります。
しかし、三人ともこのお約束を成就するこ
となく亡くなっています。

しかし、これは神様が約束を守られな
かったのではありません。イエス様が復活
を信じないサドカイ人たちに、マタイの福音
書22章32節では、「『わたしは、アブラハ
ムの神、イサクの神、ヤコブの神である』と
あります。神は死んだ者の神ではありません。
生きている者の神です」と説明されています。
これは、アブラハム・イサク・ヤコブに約
束されたことが、今も生きているということ
で、復活は不可欠であることを知らされた
のです。

天国にはアブラハムが見渡していた土地
はありません。イサクが住んでいたネゲブ
の土地やヤコブが横たわっていたベテルの
土地もありません。このお約束を果たすの
にはどうしても、神の御国が今の世界の地
上の土地に訪れなければならないのです。
千年王国はそのためにあるのだと考えられ
ます。

千年王国を信じない神学がありますが、
千年王国なしでは神様のお約束は果たされ
ず、聖書が不完全に終わってしまいます。
神様が永遠に約束をなさった場所は、現実
にあるアブラハム・イサク・ヤコブが住んで
いた土地なのです。千年王国で復活した彼
らが、実在する約束の地を受け継ぎます。

なぜご再臨直後に
新天新地が下ってこない
のでしょうか

現在のように、各国の首相や大統領や王
がころころ変わったりすることなく、千年王
国では栄光の御体を頂いている人々が世界
を治めます。素晴らしい世界ですが、千年
王国の後には完全なる世界の「新天新地」
が完成されます。

では、なぜご再臨直後に完全なる世界で
ある新天新地が完成せず、その手前に千年
王国があるのでしょうか。

答えは、創世記に出てきます。
神様は、創世記13章15節で、「わたしは、

あなたが見渡しているこの地全部を、永久
にあなたとあなたの子孫とに与えよう」と
言ってアブラハムに永遠の約束（契約）をな
さいました。そして、創世記26章3節では、

「あなたはこの地に、滞在しなさい。わたし
はあなたとともにいて、あなたを祝福しよう。
それはわたしが、これらの国々をすべて、
あなたとあなたの子孫に与えるからだ。こう
してわたしは、あなたの父アブラハムに誓っ
た誓いを果たすのだ」と言われ、アブラハム
への約束がイサクに継がれました。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。
シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、

憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために。　
イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句

主の恵みの年を告げる
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第6回オメガプレミアムツアー　イスラエル＆イタリア（ローマ）

第1回　日本列島縦断講演（7都道府県）
第2回　日本列島縦断講演（10～13都道府県予定）

第3回　日本列島縦断講演（12～15都道府県予定）

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

今月は、千年王国について共に学んでまいりましょう。

仮庵の祭り

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。時が近づいているからである。黙示録1:3
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イスラエルのネゲブ 千年王国に建てられる第四神殿のイメージ（エゼキエル書40章から48章参照）

イザヤ書 11章10節

再び集められるイスラエル
千年王国でイスラエルの民が、再び集め

られます。
イザヤ書11章6節から9節、「狼は子羊

とともに宿り、ひょうは子やぎとともに伏し、
子牛、若獅子、肥えた家畜が共にいて、小
さい子どもがこれを追っていく。雌牛と熊と
は共に草をはみ、その子らは共に伏し、獅
子も牛のようにわらを食う。乳飲み子はコ
ブラの穴の上で戯れ、乳離れした子はまむ
しの子に手を伸べる。わたしの聖なる山の
どこにおいても、これらは害を加えず、そこ
なわない。主を知ることが、海をおおう水
のように、地を満たすからである」

6節から8節、「狼は子羊とともに宿り、
ひょうは子やぎとともに伏し……、雌牛と熊
とは共に草をはみ……乳離れした子はまむ
しの子に手を伸べる」と、人間の世界に真
の平和が訪れる神の御国では、動物の世界
にも真の平和が訪れます。

9節では、「聖なる山のどこにおいても」
とあり、主を求めて礼拝している所は、聖
なる山になると考えられます。なぜなら、
聖なる山はエルサレムだけではなくなるから
です。「主を知ることが、海をおおう水のよ
うに、地を満たすからである」と預言されて
いるからです。

イザヤ書11章10節から12節、「その日、
エッサイの根は、国々の民の旗として立ち、
国々は彼を求め、彼のいこう所は栄光に輝く。
その日、主は再び御手を伸ばし、ご自分の
民の残りを買い取られる。残っている者を
アッシリヤ、エジプト、パテロス、クシュ、
エラム、シヌアル、ハマテ、海の島々から

イザヤ書49章22節、「神である主はこう
仰せられる。『見よ。わたしは国々に向かっ
て手を上げ、わたしの旗を国々の民に向かっ
て揚げる。彼らは、あなたの息子たちをふ
ところに抱いて来、あなたの娘たちは肩に
負われて来る』」

このように預言されています。異邦人が、
神様のお手伝いをすることへの喜びで、彼
らをおんぶして抱っこして肩に乗せて、約束
の地に連れてくるようになります。

ホセア書3章5節では、「その後、イスラ
エル人は帰って来て、彼らの神、主と、彼
らの王ダビデを尋ね求め、終わりの日に、
おののきながら主とその恵みに来よう」とい
う預言の成就が起こります。戻ってきたイス
ラエルの民は、おののきながら、主イエス
様と彼らの王であるダビデを訪ね求めます。
千年王国では、復活したダビデがイスラエ
ルの王となります。

エゼキエル書37章24節、「わたしのしも
べダビデが彼らの王となり、彼ら全体のただ
ひとりの牧者となる。彼らはわたしの定め
に従って歩み、わたしのおきてを守り行う」

神学者の中には、「これはイエス・キリスト
のことを預言している」と言われる方がいま
すがイエス・キリストは、「ダビデの子」です。

聖書の預言が着々と成就し、イエス様が
再び来られる日が近づいています。世界を
見ると、さまざまなことが起こっていますが、
とりなし祈り、励まし合いながら、主が
いつ来られてもよいように備えてまいりま
しょう。

Photo taken by Itamar Grinberg

買い取られる。主は、国々のために旗を揚げ、
イスラエルの散らされた者を取り集め、ユ
ダの追い散らされた者を地の四隅から集め
られる」

10節で、「その日」とは9節の「主を知る
ことが、地を満たす」、動物の世界にも真の
平和が訪れた日のことです。11節では、「そ
の日」イエス様は、再び立ち上がって「イスラ
エルの散らされた者を取り集め、ユダの追
い散らされた者を地の四隅から集められる」
とあり、再びと言うのは2回目のことです。

地の四隅からイスラエルの民を集めるこ
とが、これ以前に1回だけ起こりました。こ
の1回目が、今現在イスラエルの民が、約
束の地に集められている時です。現在イス
ラエルの民は、100カ国以上から集められ
ています。

出エジプトでは、イスラエルの民はエジ
プトから連れ出されたり、バビロン捕囚後
にバビロンから約束の地に戻されたりして
いますが、ただの一度も世界の四隅である
全世界から集められたことはありません。
近代イスラエルが初めてのことです。

現在、アブラハムの子孫が世界中から集
められていますが、再び地の四隅から集め
られるとありますので、全員が約束の地に
戻る前にご再臨になっているということです。
ご再臨が起こって、真の平和が訪れた時、
再び主は立ち上がり、残っているイスラエ
ルの民を地の四隅から呼び戻されます。こ
のみことばから考えますと、ご再臨はいつ
でも起こり得るほど用意が整ってきています。
この時、異邦人がイスラエルの民の帰還を
お手伝いするようになります。

イザヤ書65章20節に、「そこにはもう、
数日しか生きない乳飲み子も、寿命の満ち
ない老人もない。百歳で死ぬ者は若かった
とされ、百歳にならないで死ぬ者は、のろ
われた者とされる」

千年王国では、現在の年齢以上に生き続
けることができます。現在は百歳と言うと驚
かれますが、千年王国では百歳の人が若い
者とされます。「百歳にならないで死ぬ者は、
のろわれた者とされる」と言われていますか
ら、千年王国でサタンの誘惑がなくても、
神様のおきてに従わない未信者が起こされ
てきます。そこでは未信者である罪人は、
百歳で死を迎えることになります。主が鉄
の杖をもって諸国を牧される意味が理解で
きます。神様は未信者に救いのチャンスを
与えるため、多くの王と祭司を遣わしますが、

千年王国（メシア王国）
（新改訳第三版使用）

ゼカリヤ書14章16節と17節、「エルサ
レムに攻めて来たすべての民のうち、生き
残った者はみな、毎年、万軍の主である王
を礼拝し、仮庵の祭りを祝うために上って
来る。地上の諸氏族のうち、万軍の主であ
る王を礼拝しにエルサレムへ上って来ない
氏族の上には、雨が降らない」

ご再臨の時に起こる最後の戦いで、反キ
リストの軍勢はすべて絶滅しますが、主に
選ばれた勇士たちや、獣の刻印を受けずに
世界中で生き残った者は千年王国（メシア
王国）に住まいます。彼らは主である王を礼
拝し、仮庵の祭りを祝うためにエルサレム
に上って来ると記されています。

17節、「地上の諸氏族のうち、万軍の主
である王を礼拝しにエルサレムへ上って来
ない氏族の上には、雨が降らない」

エルサレムでの仮庵のお祭りのために、
諸氏族の代表者を送ってこない地域には

「雨が降らない」ように主がなされます。主
を礼拝しない人々があちこちにいると言うこ
とです。

このような人々の子孫は、再臨のイエス
様の麗しいお姿を全く知らない者たちで、
サタンの誘惑は千年間の期間はありません
が、千年王国で生まれてきた新しい世代の
中には神様に逆らう人々が起こってきます。

　

それでも神様に従おうとせず、福音を信じ
ない者は百歳以上生きることを許されない
のです。

千年王国の最後には、サタンがもう一度、
底知れぬ所から解放され、千年王国で生
まれてきた者たちを神様が試みようとされ
ます。サタンが彼らを誘惑することが許さ
れて、主を信じる者と信じない者とが最終
的に振るわれます。このサタンの最後の誘
惑の働きとなるゴグとマゴグの襲来は、主
に逆らう無数の者たちと共に神様に瞬時に
殺されます。天から火が降って来て、彼ら
を焼き尽くしたのです。そして彼らは火の
池にサタンと共に放り込まれ、最後の場所
から永遠に出てくることはできません（黙
20:7～10）。

小羊の婚宴
ヨハネの黙示録（以下黙示録）19章9節

と10節、「御使いは私に『小羊の婚宴に招
かれた者は幸いだ、と書きなさい』と言い、
また、『これは神の真実のことばです』と
言った。そこで、私は彼を拝もうとして、そ
の足もとにひれ伏した。すると、彼は私に
言った。『いけません。私は、あなたや、イ
エスのあかしを堅く保っているあなたの兄弟
たちと同じしもべです。神を拝みなさい。イ
エスのあかしは預言の霊です』」

9節、「御使いは私に『小羊の婚宴に招か
れた者は幸いだ、と書きなさい』と言い」、
この御使いのことばは小羊の婚宴について
のことを語っています。小羊の婚宴に招か
れる人々は、黙示録20章5節と6節に書か
れている「第一の復活にあずかる旧約の聖
徒たち、大患難時代の殉教者たちが復活し
た後」に招かれるのです。

キリストの花嫁とは「教会」
イエス様は、マタイの福音書9章15節で、

「イエスは彼らに言われた。『花婿につき添
う友だちは、花婿がいっしょにいる間は、
どうして悲しんだりできましょう。しかし、
花婿が取り去られる時が来ます。そのとき
には断食します』」とおっしゃいました。

また、ヨハネの福音書3章29節でバプテ
スマのヨハネが、「花嫁を迎える者は花婿で
す。そこにいて、花婿のことばに耳を傾けて
いるその友人は、花婿の声を聞いて大いに喜
びます。それで、私もその喜びで満たされて
いるのです」と言っています。12使徒やバプ
テスマのヨハネが花婿の友人で婚宴に招か
れる者たちです。主イエスとキリストの花嫁

（教会）は千年王国での婚宴の主役です。

その後、創世記28章13節で、「見よ。主
が彼のかたわらに立っておられた。そして
仰せられた。『わたしはあなたの父アブラハ
ムの神、イサクの神、主である。わたしは
あなたが横たわっているこの地を、あなた
とあなたの子孫とに与える』」と言われ、ア
ブラハムとイサクへの約束が、ヤコブに継
がれました。この三人に与えられたみこと
ばに共通していることばがあります。

それは、「あなたとあなたの子孫とに与え
よう」ということばです。「あなた」と言われ
ているのは、アブラハム・イサク・ヤコブ
が個人的に指名されていることになります。
しかし、三人ともこのお約束を成就するこ
となく亡くなっています。

しかし、これは神様が約束を守られな
かったのではありません。イエス様が復活
を信じないサドカイ人たちに、マタイの福音
書22章32節では、「『わたしは、アブラハ
ムの神、イサクの神、ヤコブの神である』と
あります。神は死んだ者の神ではありません。
生きている者の神です」と説明されています。
これは、アブラハム・イサク・ヤコブに約
束されたことが、今も生きているということ
で、復活は不可欠であることを知らされた
のです。

天国にはアブラハムが見渡していた土地
はありません。イサクが住んでいたネゲブ
の土地やヤコブが横たわっていたベテルの
土地もありません。このお約束を果たすの
にはどうしても、神の御国が今の世界の地
上の土地に訪れなければならないのです。
千年王国はそのためにあるのだと考えられ
ます。

千年王国を信じない神学がありますが、
千年王国なしでは神様のお約束は果たされ
ず、聖書が不完全に終わってしまいます。
神様が永遠に約束をなさった場所は、現実
にあるアブラハム・イサク・ヤコブが住んで
いた土地なのです。千年王国で復活した彼
らが、実在する約束の地を受け継ぎます。

なぜご再臨直後に
新天新地が下ってこない
のでしょうか

現在のように、各国の首相や大統領や王
がころころ変わったりすることなく、千年王
国では栄光の御体を頂いている人々が世界
を治めます。素晴らしい世界ですが、千年
王国の後には完全なる世界の「新天新地」
が完成されます。

では、なぜご再臨直後に完全なる世界で
ある新天新地が完成せず、その手前に千年
王国があるのでしょうか。

答えは、創世記に出てきます。
神様は、創世記13章15節で、「わたしは、

あなたが見渡しているこの地全部を、永久
にあなたとあなたの子孫とに与えよう」と
言ってアブラハムに永遠の約束（契約）をな
さいました。そして、創世記26章3節では、

「あなたはこの地に、滞在しなさい。わたし
はあなたとともにいて、あなたを祝福しよう。
それはわたしが、これらの国々をすべて、
あなたとあなたの子孫に与えるからだ。こう
してわたしは、あなたの父アブラハムに誓っ
た誓いを果たすのだ」と言われ、アブラハム
への約束がイサクに継がれました。

その日、エッサイの根は、国 の々民の旗として立ち、
国 は々彼を求め、彼のいこう所は栄光に輝く。
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イザヤ書 11章10節

再び集められるイスラエル
千年王国でイスラエルの民が、再び集め

られます。
イザヤ書11章6節から9節、「狼は子羊

とともに宿り、ひょうは子やぎとともに伏し、
子牛、若獅子、肥えた家畜が共にいて、小
さい子どもがこれを追っていく。雌牛と熊と
は共に草をはみ、その子らは共に伏し、獅
子も牛のようにわらを食う。乳飲み子はコ
ブラの穴の上で戯れ、乳離れした子はまむ
しの子に手を伸べる。わたしの聖なる山の
どこにおいても、これらは害を加えず、そこ
なわない。主を知ることが、海をおおう水
のように、地を満たすからである」

6節から8節、「狼は子羊とともに宿り、
ひょうは子やぎとともに伏し……、雌牛と熊
とは共に草をはみ……乳離れした子はまむ
しの子に手を伸べる」と、人間の世界に真
の平和が訪れる神の御国では、動物の世界
にも真の平和が訪れます。

9節では、「聖なる山のどこにおいても」
とあり、主を求めて礼拝している所は、聖
なる山になると考えられます。なぜなら、
聖なる山はエルサレムだけではなくなるから
です。「主を知ることが、海をおおう水のよ
うに、地を満たすからである」と預言されて
いるからです。

イザヤ書11章10節から12節、「その日、
エッサイの根は、国々の民の旗として立ち、
国々は彼を求め、彼のいこう所は栄光に輝く。
その日、主は再び御手を伸ばし、ご自分の
民の残りを買い取られる。残っている者を
アッシリヤ、エジプト、パテロス、クシュ、
エラム、シヌアル、ハマテ、海の島々から

イザヤ書49章22節、「神である主はこう
仰せられる。『見よ。わたしは国々に向かっ
て手を上げ、わたしの旗を国々の民に向かっ
て揚げる。彼らは、あなたの息子たちをふ
ところに抱いて来、あなたの娘たちは肩に
負われて来る』」

このように預言されています。異邦人が、
神様のお手伝いをすることへの喜びで、彼
らをおんぶして抱っこして肩に乗せて、約束
の地に連れてくるようになります。

ホセア書3章5節では、「その後、イスラ
エル人は帰って来て、彼らの神、主と、彼
らの王ダビデを尋ね求め、終わりの日に、
おののきながら主とその恵みに来よう」とい
う預言の成就が起こります。戻ってきたイス
ラエルの民は、おののきながら、主イエス
様と彼らの王であるダビデを訪ね求めます。
千年王国では、復活したダビデがイスラエ
ルの王となります。

エゼキエル書37章24節、「わたしのしも
べダビデが彼らの王となり、彼ら全体のただ
ひとりの牧者となる。彼らはわたしの定め
に従って歩み、わたしのおきてを守り行う」

神学者の中には、「これはイエス・キリスト
のことを預言している」と言われる方がいま
すがイエス・キリストは、「ダビデの子」です。

聖書の預言が着々と成就し、イエス様が
再び来られる日が近づいています。世界を
見ると、さまざまなことが起こっていますが、
とりなし祈り、励まし合いながら、主が
いつ来られてもよいように備えてまいりま
しょう。
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買い取られる。主は、国々のために旗を揚げ、
イスラエルの散らされた者を取り集め、ユ
ダの追い散らされた者を地の四隅から集め
られる」

10節で、「その日」とは9節の「主を知る
ことが、地を満たす」、動物の世界にも真の
平和が訪れた日のことです。11節では、「そ
の日」イエス様は、再び立ち上がって「イスラ
エルの散らされた者を取り集め、ユダの追
い散らされた者を地の四隅から集められる」
とあり、再びと言うのは2回目のことです。

地の四隅からイスラエルの民を集めるこ
とが、これ以前に1回だけ起こりました。こ
の1回目が、今現在イスラエルの民が、約
束の地に集められている時です。現在イス
ラエルの民は、100カ国以上から集められ
ています。

出エジプトでは、イスラエルの民はエジ
プトから連れ出されたり、バビロン捕囚後
にバビロンから約束の地に戻されたりして
いますが、ただの一度も世界の四隅である
全世界から集められたことはありません。
近代イスラエルが初めてのことです。

現在、アブラハムの子孫が世界中から集
められていますが、再び地の四隅から集め
られるとありますので、全員が約束の地に
戻る前にご再臨になっているということです。
ご再臨が起こって、真の平和が訪れた時、
再び主は立ち上がり、残っているイスラエ
ルの民を地の四隅から呼び戻されます。こ
のみことばから考えますと、ご再臨はいつ
でも起こり得るほど用意が整ってきています。
この時、異邦人がイスラエルの民の帰還を
お手伝いするようになります。

イザヤ書65章20節に、「そこにはもう、
数日しか生きない乳飲み子も、寿命の満ち
ない老人もない。百歳で死ぬ者は若かった
とされ、百歳にならないで死ぬ者は、のろ
われた者とされる」

千年王国では、現在の年齢以上に生き続
けることができます。現在は百歳と言うと驚
かれますが、千年王国では百歳の人が若い
者とされます。「百歳にならないで死ぬ者は、
のろわれた者とされる」と言われていますか
ら、千年王国でサタンの誘惑がなくても、
神様のおきてに従わない未信者が起こされ
てきます。そこでは未信者である罪人は、
百歳で死を迎えることになります。主が鉄
の杖をもって諸国を牧される意味が理解で
きます。神様は未信者に救いのチャンスを
与えるため、多くの王と祭司を遣わしますが、

千年王国（メシア王国）
（新改訳第三版使用）

ゼカリヤ書14章16節と17節、「エルサ
レムに攻めて来たすべての民のうち、生き
残った者はみな、毎年、万軍の主である王
を礼拝し、仮庵の祭りを祝うために上って
来る。地上の諸氏族のうち、万軍の主であ
る王を礼拝しにエルサレムへ上って来ない
氏族の上には、雨が降らない」

ご再臨の時に起こる最後の戦いで、反キ
リストの軍勢はすべて絶滅しますが、主に
選ばれた勇士たちや、獣の刻印を受けずに
世界中で生き残った者は千年王国（メシア
王国）に住まいます。彼らは主である王を礼
拝し、仮庵の祭りを祝うためにエルサレム
に上って来ると記されています。

17節、「地上の諸氏族のうち、万軍の主
である王を礼拝しにエルサレムへ上って来
ない氏族の上には、雨が降らない」

エルサレムでの仮庵のお祭りのために、
諸氏族の代表者を送ってこない地域には

「雨が降らない」ように主がなされます。主
を礼拝しない人々があちこちにいると言うこ
とです。

このような人々の子孫は、再臨のイエス
様の麗しいお姿を全く知らない者たちで、
サタンの誘惑は千年間の期間はありません
が、千年王国で生まれてきた新しい世代の
中には神様に逆らう人々が起こってきます。

　

それでも神様に従おうとせず、福音を信じ
ない者は百歳以上生きることを許されない
のです。

千年王国の最後には、サタンがもう一度、
底知れぬ所から解放され、千年王国で生
まれてきた者たちを神様が試みようとされ
ます。サタンが彼らを誘惑することが許さ
れて、主を信じる者と信じない者とが最終
的に振るわれます。このサタンの最後の誘
惑の働きとなるゴグとマゴグの襲来は、主
に逆らう無数の者たちと共に神様に瞬時に
殺されます。天から火が降って来て、彼ら
を焼き尽くしたのです。そして彼らは火の
池にサタンと共に放り込まれ、最後の場所
から永遠に出てくることはできません（黙
20:7～10）。

小羊の婚宴
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創世記37章6節から9節

ヨセフは彼らに言った。「私が見たこの夢について聞いてくだ

さい。見ると、私たちは畑で束を作っていました。すると突然、

私の束が起き上がり、まっすぐに立ちました。そしてなんと、兄

さんたちの束が周りに来て、私の束を伏し拝んだのです。」 兄た

ちは彼に言った。「おまえが私たちを治める王になるというのか。

私たちを支配するというのか。」彼らは、夢や彼のことばのこと

で、ますます彼を憎むようになった。再びヨセフは別の夢を見て、

それを兄たちに話した。彼は、「また夢を見ました。見ると、太

陽と月と十一の星が私を伏し拝んでいました」と言った。

神様は、ヨセフに兄弟たちがヨセフのところに来て伏し拝む夢を

見せました。10人の兄たちは、ヨセフがヤコブに一番愛され、特

別扱いをされるので、ヨセフを憎んでいました。ヨセフは見た夢のこ

とを言い、さらに兄たちから憎まれ、エジプトに奴隷として売られて

しまいます。

エペソ人への手紙 2章10節 

実に、私たちは神の作品であって、良い行いをするためにキリ

スト・イエスにあって造られたのです。神は、私たちが良い行い

に歩むように、その良い行いをあらかじめ備えてくださいました。

私たちは神の作品であって、良い行いをするためにキリストにあっ

てつくられました。これはヨセフが持っていたアイディンティであり、

私たちにとっても同じです。生きる目的と日常生活の生活規範を端

的に教えています。

ヨセフは自分の存在は良い行いをするためだと分かっていたので、

どのような状況にあっても良い行いを続けていきました。彼は、奴隷

から、無実の罪で監獄に入れられても、腐りませんでした。不当な

扱いの中で彼はふてくされませんでした。彼は夢の実現を待ち望み

続けました。そうして、ある日突然、国を治める人になりました。忍

耐して忍耐して良い行いを続けたヨセフの人生は、王の夢の解き明

かしという出来事で、良い方向に激変しました。私たちも神様がく

ださった素敵な夢を持っていても、困難や苦難の中を歩み続けなく

てはいけないことがあります。しかし、諦めないで、いつまでも神様

から与えられた夢を抱いて良い行いをしていくなら、必ずヨセフのよ

うに人生が大きく変わることがあることを、ヨセフの生き方から受け

取っていきたいと思います。

主のくださる夢を生きる 

箴言 29：18

幻がなければ、民はほしいままにふるまう。 

この幻とは、創造主からの夢やビジョンや啓示のことです。神様

からの夢やビジョンや啓示がないと人は、ほしいままに生きるように

なり滅びを体験します。ヨセフは夢を通して、神様からビジョンをも

らいましたが私たちにも神様は夢をくださるでしょうか？

神様が与えてくださる幻を受け取って生きるために、私たちに聖

霊様が与えられています。ヨエル書には、終わりの時代に私たち主

を求めるすべての人に聖霊が注がれ、夢や幻をヨセフのように見さ

せてくださると書いてあります。もしもまだ夢をもらっていないなら、

聖霊様を歓迎して、私にもあなたのくださる夢をくださいと祈って求

めましょう。神様と一緒に夢を見るようになる時、私たちの人生の目

的と神様の夢とご計画が同期して、くびきを負った牛が協力して一

つになって土を耕すように、私たちも神の協力者となって力を合わ

せて共に働き出すのです。

私たちは、旧約聖書から新約聖書までの神のご計画・夢のフル

バージョンを頂いています。それは、個人レベルの夢を包括し、こ

の地上の人生と天における未来の完成された神の国に至る夢・ビ

ジョンです。私たちに、神様はご自身の壮大な計画を明らかにして

くださいました。そうして、神は、この壮大なご計画に私たちを招き

入れ、私たちを用いて、達成されようとしているのです。

ローマ人への手紙8章28節

神を愛する人たち、すなわち、神のご計画にしたがって召さ

れた人たちのためには、すべてのことがともに働いて益となるこ

とを、私たちは知っています。

ヨセフがお兄さんたちに嫌われて奴隷として売られエジプトに連れ

ていかれ、王に仕える高級官僚の奴隷となりましたが、彼はそこで

財産管理を任されお金の管理を学びました。その後、無実の罪で

牢獄に入れられたことは、不本意だったと思います。しかし、そこで、

罪を犯す人の苦しみや悩みや悲しみを聞いて人間の弱さを学びまし

た。そうして牢獄ではすべての管理を任されました。しかし、時が

満ちて王の前で夢を解き明かした時、神の知恵に驚嘆した王は、

ヨセフに国を治めることを命じました。この時、ヨセフは国を治める

人として、それまでのマイナスの体験がすべてプラスに用いられること

を体験しました。私たちも困難な状況にいる時、ヨセフを思い出し

て、忍耐して主を待ち望みたいと思います。

ヨセフという人が、王の前に行って、夢を解き明かした時、ヨセ

フにとって夢の解き明かしは、大変なことだったでしょうか。ヨセフ

はいつも神様の声を聞きながら、財産管理をし、いつも神様の声を

聞きながら、労務管理をし、いつも神様の声を頂いていたので、

神様の語られることを、そのまま語るだけでした。ヨセフは王様に、

彼が考えたことでも彼が記憶を探ったものでもなく、神様から聞いた

ことを伝えました。この時、エジプトの王はヨセフの語る神の知恵の

言葉を聞いて圧倒されました。そうして神の言葉を取り次ぐヨセフを

王に代わって国を治める者としました。

私たちが毎日の生活の中で、職場にあっても家庭にあっても、

神様の声を聞いて行動し、神様の言葉を人々に語ってあげられたら

どれだけ素晴らしいでしょう。

最後に、神様は、神と人とが共に暮らす新天新地、永遠の命の

幸いな日々を夢見ています。そうして、私たちはキリストによって新

天新地も永遠の命も保証されています。聖霊なる神が、イエス・キ

リストを信じる信仰によって、私たちの内に住んでくださりいろいろと

お語りくださいます。神様ご自身が私たちに語り掛けてこられます。

私たちもヨセフのようにこの声を聞いて行動していきましょう。

今月も聖霊に満たされてイエス様と一緒に夢を見て、ビジョンを

描いて意欲的に歩み出していきましょう。

Omega Grace Letter Vol. 5

主と共に見る夢
─ 主のくださる夢を生きる ─

米国大学を卒業後、クリスチャン実業家として
上場企業の代表取締役から
現在は投資家としてセミナー講師としても活躍。
21世紀キリスト教会を開拓し主任牧師となる。
オメガ・ジャパン理事長

増山 浩史
（ますやま ひろふみ）
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上場企業の代表取締役から
現在は投資家としてセミナー講師としても活躍。
21世紀キリスト教会を開拓し主任牧師となる。
オメガ・ジャパン理事長

増山 浩史
（ますやま ひろふみ）

私
に
も
あ
な
た
の
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だ
さ
る
夢
を
く
だ
さ
い
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God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.

イスラエル・日本・世界の国々への
とりなしの祈りと共に出発します

2023年6月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

尊い主の御名を心より賛美します。

いよいよ6月5日、第4回オメガグレイス・プレミアムツアー「栄子・スティーブンスと行くイスラエル＆ヨルダン
10日間の旅」参加者40名、（添乗スタッフ現地ガイド含め45名）が、日本の羽田空港第3ターミナルより、イスラ
エルのテルアビブ空港へ向けて出発します。皆様のツアー準備へのとりなしの祈りをありがとうございます。

第3回オメガツアーは、2020年2月でした。帰国直後に世界がコロナパンデミック宣言の影響を受け、イスラエル
側は海外からの渡航制限が発表され、世界各国が次 と々感染対策を執り、それ以来、日本も社会生活で多大な影響
を受けました。

2022年10月に、第4回オメガツアーの企画を発表し、事前予約申込を受け付けいたしました。約１カ月で定員
35 名に対して、2 倍以上の予約参加申込を頂きました。驚きとともに、主が日本の教会の祈りを求めておられる
ことを実感しました。

そして、2022年12月、ツアー本予約申込で定員を40名に増やして受け付けをし、今回、第四回オメガツアー、
「主を待ち望み、主を愛する心を深める旅」へ出発の日を迎えました。

今回のオメガツアーのクライマックスは、ヨルダン・ペトラのホテル会議室で開催される栄子・スティーブンスに
よる「黙示録セミナー」です。この場所は、大患難時代にイスラエルの民が逃げ込むと言われるペトラ（ヘブライ語
でボツラ）です。世界遺産でもあるペトラ遺跡の入り口の目の前にある、現地でも最高級のホテルで黙示録セミナー
を通して、神のみことばに聴き、神のご計画を改めて受け取り、イスラエル・日本・世界の国々の救いをとりなし
祈ります。

主が来られる日に備えて、主を待ち望み、主を愛する心に満ちあふれますようオメガスタッフ一同、献身の祈りと
共に準備を進めてまいりました。オメガツアーを送り出してくださったご家族・教会・そしてオメガニュースレター
読者の皆様の祈りによって、旅立ちの日を迎え、とりなしの祈りによって帰国します。

さらに主を愛し、主を待ち望むキリストの花嫁なる日本全国の教会が、聖霊の力と賜物と恵みに満ちあふれます
よう、イスラエルとヨルダンの地を歩き、祝福を祈り、日本のリバイバルへの祈りと願いを込めて行ってまいります。

また今秋、予定している栄子・スティーブンス先生の第 2 回日本列島縦断講演は、申し込み多数により、当初
１カ月半の日本滞在で計画を進めてきましたが、約 2カ月半の日本滞在予定（9月20日～12月8日）と変更し、
現在スケジュールの再調整を行っています。

引き続き、オメガグレイス・プロジェクト2030 ― 7年の恵みの年― のビジョンが一歩一歩、神の時のペースで
前進していくことができますよう、共にお祈りいただければ幸いです。

神の恵みがあふれかえる
「グレイスフル・ジャパン」

ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
わじま

神の子とされ、イエス・キリストと共に父なる神の共同相続人（ロマ
8;17）とされた皆さんと一緒に、こうしてオメガ・ジャパンの歩みを通じ
て神様との交わりの時を持つことができることに対して、そしてそのすべ
てをなさる神の恵みそのものに感謝し、心から主をたたえます。

オメガ・ジャパン。「オメガ」はヨハネの黙示録22章13節に記され
た「わたしはアルファであり、オメガである。最初であり、最後である。
初めであり、終わりである」という、主ご自身がお語りになったおことば
によるものです。栄子・スティーブンス先生によるバイブル・シェア、さ
らにはこのニュースレター「Bride」によって、聖書は「何一つ間違いの
ない神のみことば」であり、そこに記されたお約束は一つ残らず成就す

る「預言書であった」ことを知ることの許された恵み…。この聖書時代
のクライマックス「終わりの時」に、日本に置かれている祝福を、皆さん
と分かち合うことのできる喜びはどれほどのものでしょう！この数年間の、
世界の、そして日本の、ありとあらゆる分野において起こっている変化
を見るにつけ、その喜びは私の中でますます絶大なものとなっています。

聖書預言の成就が着実に進んでいく様を見るかのような日々が続く
この3年でした。振り返ればコロナ禍が始まる直前、ギリギリ間に合わ
せられるように『シャロームイスラエル SeasonⅡ』全20話を撮り終え、そ
の後、まるで閉じ込められるように国内に留まることを余儀なくされた状
況の中で、Brideでの「シャローム・ニッポン」シリーズが始まりました。

「日本人はなぜ、なかなか聖書に近付くことができないのか」…自らの
中でいつも聞こえるその問い掛けに対するヒントを求めて、「日本人」と
しての、そのやむにやまれぬ思いを栄子先生にぶつけることで分かち合
いをして頂いた「シャローム・ニッポン」。聖書のクライマックスに近付
いて行くという「時代の予感」に突き動かされるように始まったこの対談
は、私にとって結果的に、自分の認識においては「一種の美徳」として
大切にしてきた伝統や文化、そこで培われた精神と死生観を改めて見
つめ直す「思索の旅」となりました。　
そしてそれは同時に、我々日本人に対しても一方的に、しかも無限
に注がれる「神の恵み（グレイス）」を受け取る決定的な歩みでもありま
した。なぜならそこで私は、過去の自分、現在の自分を受け止め、未
来の自分を新たに受け取る「解放と癒やし」の経験をしたからなのです。

正直に告白すると、「聖書が間違いのない神のことばだ」と受け止め
ながら、私は自分の中に「美徳」として深く位置付けられていたものに
無意識のうちに捉えられ、その束縛の中にあったということが、ごく最
近まで分からなかったのです。そう、「シャローム・ニッポン」を栄子先
生と一年にわたって続けてきたにもかかわらず、なのです。

私を束縛していたそのようなものが、どれほど強力なものであったか…。

無意識下で、それは今の私が「私であるための重要な要素」の一つ
になってしまっていて、自分でも気づくことができないほど深いところで
「自分を保ち、自分を誇るための要素」になっていたのです。今、震撼
とする思いの中で過去の自分を見つめられるようになりました。まさに
「解放を体験した」というより、ほかに言葉が見つかりません。

先祖のこと、とりわけイエス様に地上生涯で出会う機会さえ与えられ
なかった彼ら多くの者が、「よみ」においてでもイエス様の福音を聞くこ
とができるよう切に願ってきた私は、毎日欠かさず、真剣にそのことを
祈り続けてきました。それだけに栄子先生との対談の中で、「聖書の民
であるユダヤ人もお墓を大切にする。そのことはみことばに反するもので

はない」と知った時はどれほど
あんど

安堵したことでしょう。「あ、自分のやっ
ていることは聖書に反してはいないんだ」、そう感じたからです。

しかしその自分は「聖書を自分の方に引き寄せて、安心していただけ
だったのだ」と、今はっきり分かります。

人間の常識や知的な作業では決して説明できない聖書の諸々の記
述、例えば、イエスの処女降誕、十字架の死からの復活、ご再臨、
携挙、千年王国、新天新地といった、聖書の約束と創造主の計画を
全てそのまま受け取っているという自己認識と平安の中にありながら、
にもかかわらず、こと先祖、特に地上で福音を聞くことのできなかった
人々のことについては、「慈悲深く、正しく義なる愛である神様」を「信
じ切ることによって完全に委ねる」ことができずにいたわけです。
私の深いところに居座って、私を支配するように束縛していたもの…、

それはいつしか私の中にある「日本人であることの喜びと誇り」を栄養と
してどんどん大きく育ち、神様に対する感謝と信頼の気持ちよりも、正々
堂 と々私の存在の中心に居座るようになっていたのかもしれません。私
自身が、その居座る場所を与えていたのです。

私はようやくこの5月に、私の大切な友人の洗礼に立ち会った日に、
その束縛から解放されました。なぜその日だったのか、私には分かりま
せん…でも神様はご存知なのですから、それで良いのです。私をおつ
くりくださった神は、私が「欲しいもの」ではなく、私に「必要なもの」を
知っていらっしゃるのです。

そしていよいよこの6月5日より第4回オメガプレミアムツアーが、コロ
ナによる3年のブランクを経て開催されます。参加お申し込みの始まる
日の夜中0時20分にはメールとファックスで定員に達した、という事実
にも驚きましたが、来年2月開催予定の第5回もすでに定員に達し、
旅行代金さえ決まらない段階で再来年の第6回への参加を希望される
問い合わせが絶えないとお聞きしまして、本当に驚きました。「この終
わりの時に、神が日本人である私たちを招いていらっしゃるのだなぁ」と
感じずにはいられません。今回私も、5月に洗礼を受けた前述の友と
共に、ナビゲーターとして参加させていただきます。

聖書は「イスラエルが民族的にメシアであるイエス・キリストを救い主
として受け入れる時」がイエス様のご再臨の時であることを告げています
（ゼカ12:10参照）。つまりこれまでも、そしてこれからも人類が体験する
ことのないほどの過酷な7年に及ぶ患難の時代に、最後に生き残った
ユダヤ人が神によって養われるヨルダンのペトラで、彼らの霊的指導者
と共に「祝福あれ。主の御名によって来られる方に」とイエスの御名を
呼び求める時です。そしてその時を迎える前に、イスラエルよりも先に神の
救いを受けることとなった異邦人である私たちが「完成する時」が来ると

聖書は記しています。この「完成する時」とは原語のギリシャ語の意味は、
「予定数が満たされた時」ということだそうです。
今回のオメガプレミアムツアーでまさにその場所を訪れ、栄子先生に

よる黙示録セミナーを受けたその足で「その時」を心に描いて、皆さん
と一緒に祈ることができる…その恵みの大きさを冷静に考えると心臓が
バクバクしてきて倒れそうになります（笑）。

アダムが神様の元を離れて以来、「イエス・キリストのご再臨」によっ
てもたらされる「千年王国」、そしてそれに続く「新天新地」へ私たち人
間を運ぶため、決して止まることなく進む神による「人類救済計画」。そ
れは御子イエス・キリストを信じ、その名を呼び求めるすべての人間が、
初穂であるイエスと同様に「復活の体と永遠の命」を得て神の御許で生
きることができるようになるため…。御子を十字架に架けてまで、これ
ほど罪深い私を私たちを愛してくださるお方を、私たちは「パパ～！」と
呼べるのです！

これが「恵み（グレイス）」以外の何なのでしょう！

ローマ人への手紙5章3節と4節でパウロが高らかに宣言する「それ
ばかりではなく、患難をも喜んでいます。なぜなら、患難は忍耐を生み
出し、忍耐は練られた品性を生み出し、練られた品性は希望を生み
出すことを知っているからです」というみことばの通り、この「希望」は決
して失望に終わることはありません。なぜなら、神がご自分で約束され
たことを、すべて成し遂げられるお方であることを知っている者にとって、
その希望は「こうなれば良いな、こうなってほしいな」という不確実な未
来への願いを託する類のものではなく、必ず起こることを、未来に手を
伸ばし、しっかり「掴んで待ち望む」、まさに究極の希望だからです。

日本人なのだから…その思いの中にあった一つの、でもとてつもなく
大きな束縛から解放された今の私に、今回のオメガプレミアムツアーで
主が語ってくださるメッセージを、参加者の皆さんと一緒に全身全霊
で受け止めていきたい…神様の恵みが日本中にあふれかえることを願い
ながら、羽田からの出発の時を待っています。

シャローム・イスラエル→
シャローム・ニッポン→

その先へ
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無意識のうちに捉えられ、その束縛の中にあったということが、ごく最
近まで分からなかったのです。そう、「シャローム・ニッポン」を栄子先
生と一年にわたって続けてきたにもかかわらず、なのです。

私を束縛していたそのようなものが、どれほど強力なものであったか…。

無意識下で、それは今の私が「私であるための重要な要素」の一つ
になってしまっていて、自分でも気づくことができないほど深いところで
「自分を保ち、自分を誇るための要素」になっていたのです。今、震撼
とする思いの中で過去の自分を見つめられるようになりました。まさに
「解放を体験した」というより、ほかに言葉が見つかりません。

先祖のこと、とりわけイエス様に地上生涯で出会う機会さえ与えられ
なかった彼ら多くの者が、「よみ」においてでもイエス様の福音を聞くこ
とができるよう切に願ってきた私は、毎日欠かさず、真剣にそのことを
祈り続けてきました。それだけに栄子先生との対談の中で、「聖書の民
であるユダヤ人もお墓を大切にする。そのことはみことばに反するもので

はない」と知った時はどれほど
あんど

安堵したことでしょう。「あ、自分のやっ
ていることは聖書に反してはいないんだ」、そう感じたからです。

しかしその自分は「聖書を自分の方に引き寄せて、安心していただけ
だったのだ」と、今はっきり分かります。

人間の常識や知的な作業では決して説明できない聖書の諸々の記
述、例えば、イエスの処女降誕、十字架の死からの復活、ご再臨、
携挙、千年王国、新天新地といった、聖書の約束と創造主の計画を
全てそのまま受け取っているという自己認識と平安の中にありながら、
にもかかわらず、こと先祖、特に地上で福音を聞くことのできなかった
人々のことについては、「慈悲深く、正しく義なる愛である神様」を「信
じ切ることによって完全に委ねる」ことができずにいたわけです。
私の深いところに居座って、私を支配するように束縛していたもの…、

それはいつしか私の中にある「日本人であることの喜びと誇り」を栄養と
してどんどん大きく育ち、神様に対する感謝と信頼の気持ちよりも、正々
堂 と々私の存在の中心に居座るようになっていたのかもしれません。私
自身が、その居座る場所を与えていたのです。

私はようやくこの5月に、私の大切な友人の洗礼に立ち会った日に、
その束縛から解放されました。なぜその日だったのか、私には分かりま
せん…でも神様はご存知なのですから、それで良いのです。私をおつ
くりくださった神は、私が「欲しいもの」ではなく、私に「必要なもの」を
知っていらっしゃるのです。

そしていよいよこの6月5日より第4回オメガプレミアムツアーが、コロ
ナによる3年のブランクを経て開催されます。参加お申し込みの始まる
日の夜中0時20分にはメールとファックスで定員に達した、という事実
にも驚きましたが、来年2月開催予定の第5回もすでに定員に達し、
旅行代金さえ決まらない段階で再来年の第6回への参加を希望される
問い合わせが絶えないとお聞きしまして、本当に驚きました。「この終
わりの時に、神が日本人である私たちを招いていらっしゃるのだなぁ」と
感じずにはいられません。今回私も、5月に洗礼を受けた前述の友と
共に、ナビゲーターとして参加させていただきます。

聖書は「イスラエルが民族的にメシアであるイエス・キリストを救い主
として受け入れる時」がイエス様のご再臨の時であることを告げています
（ゼカ12:10参照）。つまりこれまでも、そしてこれからも人類が体験する
ことのないほどの過酷な7年に及ぶ患難の時代に、最後に生き残った
ユダヤ人が神によって養われるヨルダンのペトラで、彼らの霊的指導者
と共に「祝福あれ。主の御名によって来られる方に」とイエスの御名を
呼び求める時です。そしてその時を迎える前に、イスラエルよりも先に神の
救いを受けることとなった異邦人である私たちが「完成する時」が来ると

聖書は記しています。この「完成する時」とは原語のギリシャ語の意味は、
「予定数が満たされた時」ということだそうです。
今回のオメガプレミアムツアーでまさにその場所を訪れ、栄子先生に

よる黙示録セミナーを受けたその足で「その時」を心に描いて、皆さん
と一緒に祈ることができる…その恵みの大きさを冷静に考えると心臓が
バクバクしてきて倒れそうになります（笑）。

アダムが神様の元を離れて以来、「イエス・キリストのご再臨」によっ
てもたらされる「千年王国」、そしてそれに続く「新天新地」へ私たち人
間を運ぶため、決して止まることなく進む神による「人類救済計画」。そ
れは御子イエス・キリストを信じ、その名を呼び求めるすべての人間が、
初穂であるイエスと同様に「復活の体と永遠の命」を得て神の御許で生
きることができるようになるため…。御子を十字架に架けてまで、これ
ほど罪深い私を私たちを愛してくださるお方を、私たちは「パパ～！」と
呼べるのです！

これが「恵み（グレイス）」以外の何なのでしょう！

ローマ人への手紙5章3節と4節でパウロが高らかに宣言する「それ
ばかりではなく、患難をも喜んでいます。なぜなら、患難は忍耐を生み
出し、忍耐は練られた品性を生み出し、練られた品性は希望を生み
出すことを知っているからです」というみことばの通り、この「希望」は決
して失望に終わることはありません。なぜなら、神がご自分で約束され
たことを、すべて成し遂げられるお方であることを知っている者にとって、
その希望は「こうなれば良いな、こうなってほしいな」という不確実な未
来への願いを託する類のものではなく、必ず起こることを、未来に手を
伸ばし、しっかり「掴んで待ち望む」、まさに究極の希望だからです。

日本人なのだから…その思いの中にあった一つの、でもとてつもなく
大きな束縛から解放された今の私に、今回のオメガプレミアムツアーで
主が語ってくださるメッセージを、参加者の皆さんと一緒に全身全霊
で受け止めていきたい…神様の恵みが日本中にあふれかえることを願い
ながら、羽田からの出発の時を待っています。

シャローム・イスラエル→
シャローム・ニッポン→

その先へ
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神の子とされ、イエス・キリストと共に父なる神の共同相続人（ロマ
8;17）とされた皆さんと一緒に、こうしてオメガ・ジャパンの歩みを通じ
て神様との交わりの時を持つことができることに対して、そしてそのすべ
てをなさる神の恵みそのものに感謝し、心から主をたたえます。

オメガ・ジャパン。「オメガ」はヨハネの黙示録22章13節に記され
た「わたしはアルファであり、オメガである。最初であり、最後である。
初めであり、終わりである」という、主ご自身がお語りになったおことば
によるものです。栄子・スティーブンス先生によるバイブル・シェア、さ
らにはこのニュースレター「Bride」によって、聖書は「何一つ間違いの
ない神のみことば」であり、そこに記されたお約束は一つ残らず成就す

る「預言書であった」ことを知ることの許された恵み…。この聖書時代
のクライマックス「終わりの時」に、日本に置かれている祝福を、皆さん
と分かち合うことのできる喜びはどれほどのものでしょう！この数年間の、
世界の、そして日本の、ありとあらゆる分野において起こっている変化
を見るにつけ、その喜びは私の中でますます絶大なものとなっています。

聖書預言の成就が着実に進んでいく様を見るかのような日々が続く
この3年でした。振り返ればコロナ禍が始まる直前、ギリギリ間に合わ
せられるように『シャロームイスラエル SeasonⅡ』全20話を撮り終え、そ
の後、まるで閉じ込められるように国内に留まることを余儀なくされた状
況の中で、Brideでの「シャローム・ニッポン」シリーズが始まりました。

「日本人はなぜ、なかなか聖書に近付くことができないのか」…自らの
中でいつも聞こえるその問い掛けに対するヒントを求めて、「日本人」と
しての、そのやむにやまれぬ思いを栄子先生にぶつけることで分かち合
いをして頂いた「シャローム・ニッポン」。聖書のクライマックスに近付
いて行くという「時代の予感」に突き動かされるように始まったこの対談
は、私にとって結果的に、自分の認識においては「一種の美徳」として
大切にしてきた伝統や文化、そこで培われた精神と死生観を改めて見
つめ直す「思索の旅」となりました。　
そしてそれは同時に、我々日本人に対しても一方的に、しかも無限
に注がれる「神の恵み（グレイス）」を受け取る決定的な歩みでもありま
した。なぜならそこで私は、過去の自分、現在の自分を受け止め、未
来の自分を新たに受け取る「解放と癒やし」の経験をしたからなのです。

正直に告白すると、「聖書が間違いのない神のことばだ」と受け止め
ながら、私は自分の中に「美徳」として深く位置付けられていたものに
無意識のうちに捉えられ、その束縛の中にあったということが、ごく最
近まで分からなかったのです。そう、「シャローム・ニッポン」を栄子先
生と一年にわたって続けてきたにもかかわらず、なのです。

私を束縛していたそのようなものが、どれほど強力なものであったか…。

無意識下で、それは今の私が「私であるための重要な要素」の一つ
になってしまっていて、自分でも気づくことができないほど深いところで
「自分を保ち、自分を誇るための要素」になっていたのです。今、震撼
とする思いの中で過去の自分を見つめられるようになりました。まさに
「解放を体験した」というより、ほかに言葉が見つかりません。

先祖のこと、とりわけイエス様に地上生涯で出会う機会さえ与えられ
なかった彼ら多くの者が、「よみ」においてでもイエス様の福音を聞くこ
とができるよう切に願ってきた私は、毎日欠かさず、真剣にそのことを
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であるユダヤ人もお墓を大切にする。そのことはみことばに反するもので
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だったのだ」と、今はっきり分かります。

人間の常識や知的な作業では決して説明できない聖書の諸々の記
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してどんどん大きく育ち、神様に対する感謝と信頼の気持ちよりも、正々
堂 と々私の存在の中心に居座るようになっていたのかもしれません。私
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問い合わせが絶えないとお聞きしまして、本当に驚きました。「この終
わりの時に、神が日本人である私たちを招いていらっしゃるのだなぁ」と
感じずにはいられません。今回私も、5月に洗礼を受けた前述の友と
共に、ナビゲーターとして参加させていただきます。

聖書は「イスラエルが民族的にメシアであるイエス・キリストを救い主
として受け入れる時」がイエス様のご再臨の時であることを告げています
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と一緒に祈ることができる…その恵みの大きさを冷静に考えると心臓が
バクバクしてきて倒れそうになります（笑）。

アダムが神様の元を離れて以来、「イエス・キリストのご再臨」によっ
てもたらされる「千年王国」、そしてそれに続く「新天新地」へ私たち人
間を運ぶため、決して止まることなく進む神による「人類救済計画」。そ
れは御子イエス・キリストを信じ、その名を呼び求めるすべての人間が、
初穂であるイエスと同様に「復活の体と永遠の命」を得て神の御許で生
きることができるようになるため…。御子を十字架に架けてまで、これ
ほど罪深い私を私たちを愛してくださるお方を、私たちは「パパ～！」と
呼べるのです！

これが「恵み（グレイス）」以外の何なのでしょう！

ローマ人への手紙5章3節と4節でパウロが高らかに宣言する「それ
ばかりではなく、患難をも喜んでいます。なぜなら、患難は忍耐を生み
出し、忍耐は練られた品性を生み出し、練られた品性は希望を生み
出すことを知っているからです」というみことばの通り、この「希望」は決
して失望に終わることはありません。なぜなら、神がご自分で約束され
たことを、すべて成し遂げられるお方であることを知っている者にとって、
その希望は「こうなれば良いな、こうなってほしいな」という不確実な未
来への願いを託する類のものではなく、必ず起こることを、未来に手を
伸ばし、しっかり「掴んで待ち望む」、まさに究極の希望だからです。

日本人なのだから…その思いの中にあった一つの、でもとてつもなく
大きな束縛から解放された今の私に、今回のオメガプレミアムツアーで
主が語ってくださるメッセージを、参加者の皆さんと一緒に全身全霊
で受け止めていきたい…神様の恵みが日本中にあふれかえることを願い
ながら、羽田からの出発の時を待っています。
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（次回来月号より、「グレイスフル・ジャパン」と題して、日本に注がれる
神様の恵みをさまざまな方との対談を通して、皆さんと味わい分かち合う
シリーズが始まります。）
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私を束縛していたそのようなものが、どれほど強力なものであったか…。

無意識下で、それは今の私が「私であるための重要な要素」の一つ
になってしまっていて、自分でも気づくことができないほど深いところで
「自分を保ち、自分を誇るための要素」になっていたのです。今、震撼
とする思いの中で過去の自分を見つめられるようになりました。まさに
「解放を体験した」というより、ほかに言葉が見つかりません。

先祖のこと、とりわけイエス様に地上生涯で出会う機会さえ与えられ
なかった彼ら多くの者が、「よみ」においてでもイエス様の福音を聞くこ
とができるよう切に願ってきた私は、毎日欠かさず、真剣にそのことを
祈り続けてきました。それだけに栄子先生との対談の中で、「聖書の民
であるユダヤ人もお墓を大切にする。そのことはみことばに反するもので

はない」と知った時はどれほど
あんど

安堵したことでしょう。「あ、自分のやっ
ていることは聖書に反してはいないんだ」、そう感じたからです。

しかしその自分は「聖書を自分の方に引き寄せて、安心していただけ
だったのだ」と、今はっきり分かります。

人間の常識や知的な作業では決して説明できない聖書の諸々の記
述、例えば、イエスの処女降誕、十字架の死からの復活、ご再臨、
携挙、千年王国、新天新地といった、聖書の約束と創造主の計画を
全てそのまま受け取っているという自己認識と平安の中にありながら、
にもかかわらず、こと先祖、特に地上で福音を聞くことのできなかった
人々のことについては、「慈悲深く、正しく義なる愛である神様」を「信
じ切ることによって完全に委ねる」ことができずにいたわけです。
私の深いところに居座って、私を支配するように束縛していたもの…、

それはいつしか私の中にある「日本人であることの喜びと誇り」を栄養と
してどんどん大きく育ち、神様に対する感謝と信頼の気持ちよりも、正々
堂 と々私の存在の中心に居座るようになっていたのかもしれません。私
自身が、その居座る場所を与えていたのです。

私はようやくこの5月に、私の大切な友人の洗礼に立ち会った日に、
その束縛から解放されました。なぜその日だったのか、私には分かりま
せん…でも神様はご存知なのですから、それで良いのです。私をおつ
くりくださった神は、私が「欲しいもの」ではなく、私に「必要なもの」を
知っていらっしゃるのです。

そしていよいよこの6月5日より第4回オメガプレミアムツアーが、コロ
ナによる3年のブランクを経て開催されます。参加お申し込みの始まる
日の夜中0時20分にはメールとファックスで定員に達した、という事実
にも驚きましたが、来年2月開催予定の第5回もすでに定員に達し、
旅行代金さえ決まらない段階で再来年の第6回への参加を希望される
問い合わせが絶えないとお聞きしまして、本当に驚きました。「この終
わりの時に、神が日本人である私たちを招いていらっしゃるのだなぁ」と
感じずにはいられません。今回私も、5月に洗礼を受けた前述の友と
共に、ナビゲーターとして参加させていただきます。

聖書は「イスラエルが民族的にメシアであるイエス・キリストを救い主
として受け入れる時」がイエス様のご再臨の時であることを告げています
（ゼカ12:10参照）。つまりこれまでも、そしてこれからも人類が体験する
ことのないほどの過酷な7年に及ぶ患難の時代に、最後に生き残った
ユダヤ人が神によって養われるヨルダンのペトラで、彼らの霊的指導者
と共に「祝福あれ。主の御名によって来られる方に」とイエスの御名を
呼び求める時です。そしてその時を迎える前に、イスラエルよりも先に神の
救いを受けることとなった異邦人である私たちが「完成する時」が来ると

聖書は記しています。この「完成する時」とは原語のギリシャ語の意味は、
「予定数が満たされた時」ということだそうです。
今回のオメガプレミアムツアーでまさにその場所を訪れ、栄子先生に

よる黙示録セミナーを受けたその足で「その時」を心に描いて、皆さん
と一緒に祈ることができる…その恵みの大きさを冷静に考えると心臓が
バクバクしてきて倒れそうになります（笑）。

アダムが神様の元を離れて以来、「イエス・キリストのご再臨」によっ
てもたらされる「千年王国」、そしてそれに続く「新天新地」へ私たち人
間を運ぶため、決して止まることなく進む神による「人類救済計画」。そ
れは御子イエス・キリストを信じ、その名を呼び求めるすべての人間が、
初穂であるイエスと同様に「復活の体と永遠の命」を得て神の御許で生
きることができるようになるため…。御子を十字架に架けてまで、これ
ほど罪深い私を私たちを愛してくださるお方を、私たちは「パパ～！」と
呼べるのです！

これが「恵み（グレイス）」以外の何なのでしょう！

ローマ人への手紙5章3節と4節でパウロが高らかに宣言する「それ
ばかりではなく、患難をも喜んでいます。なぜなら、患難は忍耐を生み
出し、忍耐は練られた品性を生み出し、練られた品性は希望を生み
出すことを知っているからです」というみことばの通り、この「希望」は決
して失望に終わることはありません。なぜなら、神がご自分で約束され
たことを、すべて成し遂げられるお方であることを知っている者にとって、
その希望は「こうなれば良いな、こうなってほしいな」という不確実な未
来への願いを託する類のものではなく、必ず起こることを、未来に手を
伸ばし、しっかり「掴んで待ち望む」、まさに究極の希望だからです。

日本人なのだから…その思いの中にあった一つの、でもとてつもなく
大きな束縛から解放された今の私に、今回のオメガプレミアムツアーで
主が語ってくださるメッセージを、参加者の皆さんと一緒に全身全霊
で受け止めていきたい…神様の恵みが日本中にあふれかえることを願い
ながら、羽田からの出発の時を待っています。
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（次回来月号より、「グレイスフル・ジャパン」と題して、日本に注がれる
神様の恵みをさまざまな方との対談を通して、皆さんと味わい分かち合う
シリーズが始まります。）
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千年王国―！！！と叫んでしまいそうです。聖書の記述からイメージを湧かしつつ、来たる世への妄想を日々膨らませながら遠い目をしています。まだ
見てもおらず入ってもいない千年王国ですが、まず、最初に良いことは「サタンと悪霊どもがいない」ことです。これは嬉しいですよね～。居なくて結構。
それから千年王国では生き物すべて害がなく、人間の赤ん坊とヘビが一緒に戯れて遊ぶことができます。獅子やヒョウ等の捕食動物は、反芻動物の内臓
のように変わってしまい、ヘルシーな草食生活になるのでしょう。あと、私が最もワクワクしていることは、聖書の中に居た人々と会えるという願望です。
皆さんも会いたいと思いませんか。そこでたくさんの人 と々インタビューをしたいと思います。千年王国に興味津々満々です。

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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n°
─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

2030日本宣教プラン「OJ47」のために
・第2回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2023は、

2023年9月下旬～11月中旬の予定を12月上旬までの期間で最終
のスケジュール調整をしております。引き続き、日本全国の教会と
地域のリバイバルを共に覚えてお祈りください。

　訪問予定地域：北海道、埼玉県、東京都、神奈川県、長野県、愛知県、
京都府、奈良県、大阪府、兵庫県、沖縄県
・2024年第3回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアーの

受付中です。日本列島47都道府県すべてに主のみことばが届きます
ようお祈りください。

1 2第4回オメガプレミアム・グレイスツアーのために
・お祈りありがとうございます。オメガプレミアム・グレイスツアー2023
「第4回栄子・スティーブンスと行くイスラエル&ヨルダン（ペトラ）」
は、6月5日（月）から14日（水）の10日間の行程で、いよいよ出発です。
主を待ち望む信仰と主を愛する心を深める旅となり、祝福が満ち
あふれ、主がすべてを導かれますように。参加されているお一人
おひとりの健康が守られますように。送り出されている教会の祝福
となりますように、イスラエル&ヨルダン、日本の祝福となりますよう
覚えてお祈りください。
・2023年～2026年のすべてのツアーを主が整えてくださり、主の愛

と恵みに満ちあふれますよう、覚えてお祈りください。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－24

第2回日本列島47都道府県縦断講演
栄子・スティーブンス来日スケジュール決定！！

第3回 日本列島縦断講演　
オメガグイレス・ジャパンツアー2024
申込受付中です。添付のチラシをご活用ください。

2024年事前受付開始！！

日程：2025年2～3月（予定見込み）

事前優先予約案内受付中！
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キリストによる千年王国の統治が始まる
03 栄子・スティーブンス

Voice From Revelation　黙示録シリーズVol. 36　未来の預言―その28

02

横田 聖子

イスラエル・日本・世界の国々へのとりなしの祈りと共に出発します
08

輪嶋 東太郎

神の恵みがあふれかえる「グレイスフル・ジャパン」
09

主と共に見る夢 ─ 主のくださる夢を生きる ─

06 増山 浩史
Omega Grace Letter Vol .5
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2023年9月20日～12月8日
お申し込み多数のため、予定より期間を延長して、来日します。
訪問予定地域　北海道、埼玉県、東京都、神奈川県、長野県、愛知県、京都府、奈良県、大阪府、兵庫県、沖縄県

（細井浩子）

第6回　オメガプレミアム・グレイスツアー
栄子・スティーブンスと行く イスラエル&イタリア（ローマ）10日間の旅

祈りの課題


